








































本研究では、卵巣癌の明細胞腺癌では他の組織型に比べ Cystatin B と Annexin A4 が高
発現していることが確認され、組織型により発現が異なることが明らかとなった。また、
Cystatin B は分泌型蛋白質、Annexin A4 は細胞膜—細胞質蛋白質として明細胞腺癌の有効
なバイオマーカーとなる可能性が示唆された。また、これらの蛋白質の発現異常は、腫瘍
の転移、進展や癌の薬剤耐性、線維化に関連することから、卵巣癌における明細細胞腺癌
の臨床病理学的悪性度と関係する可能性も考えられた。特に、Cystatin B は、分泌型蛋白
質であることから、今後、血清などを用いた明細細胞腺癌の診断マーカーとしての有用性
も考えられる。
